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当院では肺癌をはじめとする悪性腫瘍、サルコイドーシス、間質性肺炎、感染症などを対象に年間 350〜400

件程度の気管支鏡検査を施行しています。当グループでは以下のようなテーマについて臨床研究を行い、報告

しています。 

 

ミダゾラムを用いた鎮静  

	 当院では苦痛緩和のために基本的に全例ミダゾラムを用いた鎮静下に気管支鏡検査を行っています。年齢、

性別、体重などに応じた容量設定をして投与しています。当院で行われた前向き観察研究において、本法によ

る高い安全性と有用性を示しています。1 

 

EBUS—TBNA（endobronchial ultrasound-guided transbronchial needle aspiration）  

	 肺門縦隔のリンパ節を主な対象としてエコーガイド下に針生検を行う EBUS—TBNAを 2007年に導入し、現

在は悪性腫瘍のリンパ節転移やサルコイドーシスの診断などを中心に年間 50 例程度施行しています。EBUS—

TBNA に関する研究としては、サルコイドーシスにおけるリンパ節のエコー所見についての解析や、高齢者に

おける EBUS—TBNAの有用性、安全性を検討し報告しています。2, 3 

 

EBUS—GS（endobronchial ultrasonography with a guide sheath）  

	 末梢肺病変をradial EBUSで描出しガイドシースを留置して生検を行うEBUS—GS法を2009年に導入し、現

在は末梢肺結節の診断目的に年間150例程度施行しています。本法を用いた末梢小型肺癌の診断に寄与する因子

について検討し報告しました。4 

	  

	 これからも日々の臨床と研究を通じて、より苦痛がなく、安全で、精度の高い気管支鏡検査の達成を目指し

ていきたいと考えています。 
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